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亀医療提供体制に対する
保険者の関与のあり方
地域医療構想と保険者の役割
医療提供体制の地域差とその背景要因に関する一考察
地域医療へ参画する保険者への期待
健保組合は企業の｢戦略部門」

医療保険制度改革関連法の概説･前編
日本人の性･年代別検査基準範囲の設定と

Actaへの掲載意義
コ

ナて ｢日本健康会議｣が発足．
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高
精
度
セ
ン
サ
ー
を

世
界
の
工
場
に
供
給

管
理
や
規
則
を
廃
し

自
発
型
社
員
が
躍
動

原
ぴ
成
翫
企
業
に
学
且
元
気
な
会
社
の
作
り
方

株
式
会
社
メ
ト
ロ
ー
ル

麹松橋卓司(まつはしたくじ）
メトロール代表取締役社長｡大手食品メーカーなどに勤務後､１９９８
年に父親が創業した同社に入社し､2009年より現職に｡大企業の管
理型マネジメントを否定し､個々の社員が自由かつ創造性に富んで
活躍できるように様々な工夫を凝らしてきた｡社員に会社払いのク
レジットカードを持たせて社内飲み会を推奨したり､定期的にビアパー
ティーを開いたりするなど､社員同士の距離を近くする取り組みに
も注力する｡メトロールの従業員は１４０人｡２０１５年１月期の売上高
は１７億5000万円で､今期は２０億円弱を見込む。

も
の
づ
く
り
の
工
場
で
は
、
世
界
的
に

自
動
化
が
進
ん
で
い
る
・
自
動
車
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
医
療
機
器
、
半
導
体
…
…
。

工
場
内
で
は
工
作
機
械
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
制
御
で
動
き
、
金
属
な
ど
の
素
材
を

削
り
、
必
要
な
部
品
を
次
々
と
生
産
し
て

い
く
・
だ
が
、
部
品
を
大
量
生
産
し
て
い

く
う
ち
に
、
素
材
を
削
る
ド
リ
ル
は
摩
耗

し
て
僅
か
に
刃
こ
ぼ
れ
を
起
こ
し
て
い

く
た
め
、
刃
先
の
位
置
を
常
に
補
正
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
・
そ
の
刃
先
の
位
置
を

１
０
０
０
分
の
１
ｍ
以
下
の
高
精
度
で

検
出
し
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
信
号
を

送
る
、
「
精
密
位
置
決
め
ス
イ
ッ
チ
」
と
呼

ば
れ
る
工
業
用
セ
ン
サ
ー
を
主
力
製
品

と
し
て
い
る
会
社
が
メ
ト
ロ
ー
ル
（
東
京
．

立
川
市
）
だ
。
自
動
車
部
品
の
切
削
加
工

に
使
う
工
作
機
械
向
け
で
は
世
界
の
ト
ッ

プ
シ
エ
ア
を
握
る
。

世
界
市
場
で
戦
え
る
強
さ
の
源
泉
は
、

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
（
創
造
性
）
を
最
も
菫

視
す
る
社
風
に
あ
る
・
社
長
の
松
橋
卓
司

は
言
う
。
「
と
に
か
く
新
し
い
物
を
作
っ

強
さ
の
源
泉
は
〃
創
造
性
″

④
文
Ⅱ
高
橋
学
写
真
Ⅱ
古
立
康
三

た
り
、
新
し
い
こ
と
を
や
っ
た
り
す
る
社

員
を
一
番
高
く
評
価
し
ま
す
・
営
業
な
ら

顧
客
の
困
っ
て
い
る
こ
と
を
間
い
て
商

品
の
応
用
開
発
を
主
導
す
る
・
技
術
な
ら

基
礎
技
術
を
も
と
に
全
く
新
し
い
製
品

を
生
み
出
す
・
生
産
で
あ
れ
ば
生
産
改
革

に
取
り
組
む
・
保
全
的
な
業
務
だ
け
で
は

評
価
さ
れ
ま
せ
ん
」
。

ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
の
追
求
を
邪
魔
す

る
も
の
は
一
切
排
除
し
て
い
る
・
オ
フ
ィ

ス
に
は
仕
切
り
が
な
く
、
敬
語
や
一
肩
書
で

呼
ぶ
こ
と
も
禁
止
。
い
ず
れ
も
闇
達
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
議
論
を
促
し
、
創

造
性
を
高
め
る
た
め
だ
。
稟
議
な
ど
一
般

的
に
あ
り
が
ち
な
規
則
も
作
っ
て
い
な
い
。

例
え
ば
社
員
が
海
外
出
張
に
行
く
時
も

上
司
の
決
裁
は
不
要
。
自
分
で
全
て
を
手

配
し
、
帰
国
後
に
結
果
を
報
告
す
る
だ
け

だ
。
「
ル
ー
ル
を
作
れ
ば
従
わ
せ
る
管
理

に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
作
ら
な
け
れ
ば

自
由
度
が
高
い
分
、
各
自
で
考
え
て
仕
事

を
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
皆
が
ア
ド
リ
ブ
で

仕
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
自
発
的
に
動

く
社
員
ば
か
り
に
な
り
ま
す
」
・

指
示
待
ち
や
規
則
の
縛
り
か
ら
解
放

さ
れ
た
社
員
ら
は
、
ま
さ
に
自
由
を
謁
歌
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上の写真のみメトロール提供

老
若
の
技
術
者
が
組
む

年
功
序
列
は
一
切
な
く
、
徹
底
的
な
実

力
主
義
。
入
社
一
年
目
か
ら
プ
ロ
ジ
エ
ク

ト
リ
ー
ダ
ー
に
も
な
れ
る
。
逆
に
高
齢
で

あ
っ
て
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
が
あ
れ
ば
、

積
極
的
に
中
途
採
用
し
、
新
規
開
発
の
責

任
者
に
抜
擢
す
る
。

数
年
前
に
も
加
代
半
ば
の
技
術
者
を

採
用
し
た
・
そ
の
技
術
者
は
帥
代
に
な
っ

た
昨
年
秋
、
加
代
の
若
手
と
組
ん
で
新
製

品
「
エ
ア
マ
イ
ク
ロ
セ
ン
サ
ー
」
の
開
発

に
成
功
し
て
い
る
・
工
作
機
械
で
金
属
な

し
、
本
来
持
っ
て
い
る
創
造
性
を
い
か
ん

な
く
発
揮
で
き
る
わ
け
だ
。

戸 言

ど
を
テ
ー
ブ
ル
に
設
置
し
て
切
削
加
工

す
る
場
合
、
そ
の
金
属
の
底
面
を
密
着
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
・
こ
の
製
品
は
空
気
の

流
量
の
変
化
に
よ
っ
て
密
着
度
を
正
確

に
検
出
で
き
る
空
圧
式
セ
ン
サ
ー
で
あ
り
、

そ
の
正
確
性
は
１
岬
繰
返
し
精
度
と
、
従

来
の
大
手
製
品
の
扣
倍
に
及
ぶ
。

即
代
の
技
術
者
が
基
本
原
理
を
考
案

し
、
加
代
の
技
術
者
が
最
新
の
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
駆
使
。
老
若
が
融
合
し
て
生
ま
れ

た
こ
の
製
品
は
、
自
動
車
や
時
計
な
ど
の

工
場
で
採
用
さ
れ
、
瞬
く
間
に
大
ヒ
ッ
ト

商
品
に
上
り
詰
め
た
。
「
将
来
的
に
は
機

械
式
セ
ン
サ
ー
と
一
眉
を
並
べ
る
主
力
商

品
に
な
る
」
と
、
松
橋
は
期
待
を
寄
せ
る
。

女
性
の
活
用
に
も
積
極
的
だ
。
製
品
を

組
み
立
て
る
生
産

上
ク
か
同
客
ド

以
小
わ
曜
顧
イ

エ
場
で
働
く
従
業

》》恥《》一幸峰幽圃似吐識

皿や刎叶擁動

員
で
帥
人
に
上

１スそか岐髄

毒酸曇誰誌」る。彼女たちは、

販
位
較
は
劃
乙
。

約
１
万
種
類
の
中

雌嬬批》》誰需から選別された

畦》距睦誠水軸部品をピンセッ

メ
度
で
下
は
一
つ

且
精
ス
バ
で
一
一
作
卜
な
ど
さ
ま
ざ
ま

く
の
う
る
社
の
で

な
治
具
を
使
っ
て
組
み
立
て
、
そ
れ
ぞ
れ

が
完
成
品
ま
で
責
任
を
持
っ
て
製
造
す
る
。

子
供
の
送
り
迎
え
が
で
き
る
よ
う
に
勤

務
時
間
は
９
時
半
～
旧
時
半
。
冬
場
の
寒

さ
対
策
と
し
て
床
暖
房
を
整
え
、
ト
イ
レ

は
高
級
百
貨
店
並
み
に
き
れ
い
だ
。

仕
事
の
改
善
点
な
ど
は
、
「
気
づ
き
箱
」

と
呼
ぶ
意
見
箱
を
設
置
し
、
社
員
と
共
に

女
性
の
パ
ー
ト
社
員
か
ら
も
提
案
や
要

望
を
集
め
る
。
年
間
約
３
０
０
件
ほ
ど
寄

せ
ら
れ
る
意
見
は
幹
部
社
員
が
翌
日
に

は
決
裁
し
、
必
要
に
応
じ
て
取
り
入
れ
る
。

パ
ー
ト
社
員
に
も
創
造
性
を
求
め
、
有
用

な
指
摘
に
は
無
駄
な
く
即
座
に
対
応
し

て
い
る
わ
け
だ
。

新
し
い
こ
と
へ
の
挑
戦

挑
戦
す
る
ス
ピ
リ
ッ
ッ
は
開
発
以
外

に
も
縦
横
無
尽
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
そ

の
一
つ
が
１
９
９
８
年
か
ら
始
め
た
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
直
販
だ
・
英
語
や
中
国
語
、

ド
イ
ツ
語
な
ど
９
カ
国
語
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ

イ
ト
を
開
設
し
、
世
界
各
国
の
工
場
か
ら

直
接
注
文
を
受
け
る
・
決
済
は
１
０
０
万

円
以
下
で
あ
れ
ば
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
、

大
口
注
文
は
円
建
て
で
得
意
先
以
外
は

先
払
い
取
引
に
し
て
い
る
。
注
文
は
即
座

に
従
業
員
に
伝
え
ら
れ
国
際
宅
急
便
に

よ
り
１
週
間
で
納
品
さ
れ
る
。

若
手
の
発
案
で
フ
エ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
を
開
設
し
、
世
界
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
と
も

交
流
を
図
る
・
登
録
者
数
は
実
に
３
万
人
。

「
世
界
中
の
金
属
加
工
系
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー

の
人
た
ち
が
集
ま
る
最
大
の
場
」
と
、
松

橋
は
評
価
す
る
。
時
に
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

自
社
製
品
の
注
文
が
入
る
こ
と
も
珍
し

く
な
い
と
言
う
。

自
由
に
挑
戦
す
る
機
会
を
与
え
ら
れ
、

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
精
神
に
満
ち
た
社
員
ら

は
活
力
に
溢
れ
て
い
る
。
「
そ
れ
は
そ
う

で
し
ょ
う
。
子
供
時
代
を
考
え
て
み
て
く

だ
さ
い
・
何
度
も
挑
戦
し
て
自
転
車
に
乗

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
の
事
を
！
皆
さ

ん
心
か
ら
楽
し
い
と
思
っ
た
は
ず
。
ひ
ざ

こ
ぞ
う
を
す
り
む
い
て
新
し
い
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
き
に
人
間
は

究
極
の
幸
せ
を
感
じ
る
の
で
す
」
。

管
理
か
ら
自
由
へ
。
指
示
か
ら
自
発
へ
・

勇
気
を
持
っ
て
そ
の
一
扉
を
開
け
れ
ば
、
新

し
い
方
向
性
が
見
え
て
く
る
に
ち
が
い

な

い

。

（

敬

称

略

）

商
橋
学
■
た
か
は
し
。
ま
な
ぶ

ラ
イ
タ
ー
歴
訓
年
・
本
誌
で
は
三
○
こ
く
堅
の
」
：
○
三
や
弓
場

回
し
」
の
技
術
」
を
執
筆
。
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